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抄録 
博士論文インターネット公開の制度の浸透状況を調べるため、事例研究として、首都
大学東京および看護学分野における公開状況を調査した。首都大学東京では、全文公開
率は 6 割弱で、未登録が 6%ほどあること、要約登録分の全文の国立国会図書館への送
付は行われていないこと、などが判明した。看護学分野の調査では、全文公開率は 4 割
程度で全文公開ゼロの大学も相当数あることが確認され、公開を阻むこの分野固有の理
由、あるいは研究者の消極性の存在が示唆された。 
 
１．研究の背景、目的 
わが国では学位規則の改正により、2013 年
度から博士論文は原則としてインターネット
で公表することとなった。全文の電子ファイル
を学位授与大学の機関リポジトリに登録し、国
立国会図書館（以下、NDL）がそれを自動収
集する他、やむを得ない事情がある場合は要約
での公表も認められ、その場合、全文を所定の
送信システム（電子形態の場合）あるいは印刷
物でNDLに送付するといった仕組みも整えら
れた。 
本年 6月の NDLの報告 1)によれば、学位規
則改正後、上記三つの方法（自動収集、送信シ
ステム、印刷物）により、おおむね 8割の博士
論文が NDL によって収集されている。NDL
では未収集や誤収集の原因を調査し、メタデー
タの修正依頼などの対策を取っている。この報
告ではさらに、NDL 未収集のものを含めた公
表件数を推計しており、それに従えば、全体の
インターネット公表率は 66.2%である。 
しかし、この制度が順調に浸透しているかど
うか知るためには、もう少しきめ細かなデータ
が必要である。全文公開、要約公開、リポジト
リへの未登録といった数を、大学別、学問分野
別などに出せると理想的だが、現実にはそうし
た詳細なデータはない。これについて日本全体
を調査しようとすると膨大なコストがかかる
が、小規模な一大学あるいは一分野に的を絞っ
て調査し、その範囲での実態と課題を明らかに
することは比較的容易である。本研究はそうし
た事例研究として、首都大学東京および看護学
分野における博士論文公表状況について調査
を行ったものである。 
 なお、本稿では登録、納入、納本といった言
葉を使うが、いずれも英語の depositに相当す
るもので、ほぼ同じ意味である。公表と公開も
区別せず使う。 
 
２．研究の方法 
 首都大学東京では学報に博士論文の情報が
掲載されているので、これをもとに、まず博士
論文のリストを作成した。各論文について機関
リポジトリを検索し、登録の有無、全文登録か
要約登録かを調査し、集計した。合わせて、
NDL への納入（登録）状況（自動収集、送信
システム、印刷物それぞれによる）を「国立国
会図書館デジタルコレクション」（以下、デジ
タルコレクション）と NDL-OPACを使ってチ
ェックした。 
そうした作業の中で、看護学分野での全文登
録がゼロ（すべて要約登録）だったことから、
この分野の他大学の登録状況も調査すること
とした。CiNii Dissertationsと JAIRO、およ
び各大学のリポジトリを検索して、同様に全文
登録、要約登録、NDL への登録状況をカウン
トし、集計した（CiNii Dissertationも JAIRO
も「本文あり」で検索結果を絞ることができる
が、これは信用できないことがわかったので、
すべてリポジトリで確認した）。 
 
３．首都大学東京における公開状況 
 首都大学東京の機関リポジトリ「みやこ鳥」
への登録状況を年度別にして表 1に示す。これ
は 2017年 7月末の時点のデータである。首都
大学東京が開学した 2005年度から 2016年度
まで、合わせて 863 の博士号が授与されてい
るが、そのうちリポジトリに博士論文の全文が
登録されているのは 310(35.9%)、要約が登録
されているのは 127(14.7%)である。合わせて
全体のほぼ半数（登録率 50.6%）となる。学位
授与数に対する全文登録の割合を全文公開率
として算出している 
 ただし、2012 年度以前は任意登録なので、
当然、未登録の数は多いし、それを問題にすべ
きでもない。また、2016年度末すなわち 2017
年 3月に学位を授与された博士論文は、まだ図
書館にデータが届いておらず、すべて未登録と
なっている。従って、これらの期間を除いた、
2013 年 4 月から 2016 年 12 月（2017 年 1,2
月は学位授与なし）までの期間に限ってみると、
学位授与 354のうち全文登録が 205(57.9%)、
要約登録が 126(35.6%)で、登録率は 93.5%と
なる。 
 2013 年度からの全文公開率を見ると、最初
の 2年が 8割近くだったのに対し、2015年度
に要約登録が増え、未登録と合わせると全文登
録を上回っている。2016 年度に至っては、全
文登録は 1件だけである。ただ、これについて
は論文要旨と審査要旨だけを先に登録してい
る形跡があり、単に本文の登録が遅れているだ
けかもしれない。 
 表 2 は同期間の登録状況を研究科別に示し
たものである。登録率はおおむね 90%以上だ
が、人文科学研究科のみ未登録が目立つ。要約
登録も多いため、全文公開率は 36.5%と低い。
人文科学の博士論文は別途、出版されることも
多いことが影響していると考えられる。 
 全文公開率の低さという点では人間健康科
学研究科がさらに下回っており、33.9%しかな
い（登録率は唯一 100%で、この点では人文科
学研究科との対比が際立つ）。中でも看護学分
野は 17の論文すべてが要約登録で、全文公開
率ゼロである。 
 表 2の下 2行でNDLへの納入状況を示した。
全文登録 205 のうち 201件が自動収集により
デジタルコレクションに登録されている。この
うち 1件は二重登録されている（同じ論文のレ
コードが二つある）。また、リポジトリ未登録
で自動収集されているものが 1件ある。これは
学位授与年度 全文 (a) 要約 (b) 未登録 合計 (c) 登録率 (a+b)/c (%)
全文公開率 
a/c (%)
2005-12年度 105 1 344 450 23.6 23.3
2013年度 74 21 3 98 96.9 75.5
2014年度 79 19 1 99 99.0 79.8
2015年度 51 48 12 111 89.2 45.9
2016年4-12月 1 38 7 46 84.8 2.2
2013-16.12小計 205 126 23 354 93.5 57.9
2017年1-3月 0 0 59 59 0.0 0.0
合計 310 127 426 863 50.6 35.9
表 1 首都大学東京の年度別登録状況 
 
表 2 研究科別登録状況 
（2013年度～2016年 12月） 
研究科 全文 (a) 要約 (b) 未登録 合計 (c) 登録率 (a+b)/c (%)
全文公開率 
a/c (%)
人文科学 19 17 16 52 69.2 36.5
社会科学 8 1 1 10 90.0 80.0
理工学 64 24 1 89 98.9 71.9
都市環境科学 75 24 1 100 99.0 75.0
システムデザイン 19 21 4 44 90.9 43.2
人間健康科学 20 39 0 59 100.0 33.9
（うち看護学） (0) (17) (0) (17) (100.0) (0.0)
合計 205 126 23 354 93.5 57.9
NDL自動収集 201 0 1 202
NDL未納 4 126 22 152
いずれもリポジトリに以前登録されていたも
のが自動収集された後に削除または非公開処
理され、NDL 側にはそのまま残ったものであ
る。何らかの理由で自動収集されなかったもの
は 4件である。 
 これ以外の要約登録分、未登録分については
NDL に納入されていない。すなわち、送信シ
ステムと印刷物の送付、どちらの方法も使われ
ていない。電子ファイル、印刷物を問わず NDL
が収集できた論文数の学位授与数に対する割
合をNDLへの納本率とする。首都大学東京の
場合、57%となる。 
 
４．看護学分野の公開状況 
 看護学分野の登録状況調査は 2017年 9月上
旬に行った。CiNii Dissertations で、取得学
位名「看護学」、学位授与年「2013年から」（年
度での検索はできないため）という条件で検索
し、292 件の検索結果を得た（2013 年 1-3月
授与分が含まれるので、集計からは除外した）。
そこに出現するすべての大学について、学位授
与大学名で検索し、それぞれ機関リポジトリお
よびNDLの登録状況を調べて集計した。CiNii 
Dissertations は全文データまたは印刷物が
NDL に登録されているもののみが収録対象な
ので、JAIRO を参考に機関リポジトリ中の
NDL 未登録分を検索し、その結果も数字に加
えた。 
 表 3 に示すように、2013 年度から 2016 年
度の看護学博士論文は、全国 34大学で、全文
登録が 124、要約登録が 157、書誌のみの登録
が 11（1大学）、リポジトリへは未登録で NDL
にのみ登録されているものが 24、合計 316で
ある。ただし、ここには機関リポジトリにも
NDLにも未登録の論文は含まれていない。 
 機関リポジトリでの全文公開率は 39.2%と
なる。上述NDLの推定による全体のインター
ネット公表率は 66.2%なので、この分野の公開
率は確かに低いと言える。 
 各大学の全文公開率の度数分布を 10%きざ
みで図 1 に示した。論文数が１や 2 の大学は
0%や 100%になりやすいので 5以上の 22大学
に限定した。公開率の高い大学もあるものの、
10%未満（実際にはすべて 0%）の大学が 6と
一番多い。 
表 4 看護学分野の NDL納本状況 
NDLへの納本形態 全文 要約 書誌のみ 未登録 計
自動収集 97 2 0 0 99
送信（限定） 13 48 0 2 63
送信（非公開） 2 6 0 0 8
送信（インターネット公開） 3 0 0 1 4
印刷物 2 27 0 21 50
未納 (a) 17 75 11 ? 103
計 134 158 11 24 327
二重登録除去 (b) 124 157 11 24 316
納本率   (b-a)/b (%) 86.3 52.2 0.0 ？ 67.4
表 3 看護学分野の大学別登録状況 
大学名 全文 要約 書誌のみ 未登録 計 全文公開率（NDL納本率
北海道大学 0 3 0 0 3 0.0 100.0
東北大学 4 6 0 0 10 40.0 100.0
千葉大学 3 19 0 0 22 13.6 100.0
東京医科歯科大学 0 0 0 20 20 0.0 100.0
名古屋大学 14 4 0 0 18 77.8 77.8
大阪大学 0 5 0 0 5 0.0 100.0
岡山大学 8 2 0 0 10 80.0 80.0
広島大学 1 0 0 0 1 100.0 0.0
九州大学 11 4 0 0 15 73.3 73.3
熊本大学 2 0 0 0 2 100.0 100.0
岩手県立大学 0 8 0 0 8 0.0 87.5
首都大学東京 0 17 0 0 17 0.0 0.0
愛知県立大学 4 9 0 0 13 30.8 69.2
名古屋市立大学 4 4 0 0 8 50.0 50.0
岐阜県立看護大学 0 2 0 0 2 0.0 100.0
大阪府立大学 0 23 0 0 23 0.0 82.6
大阪市立大学 4 0 0 0 4 100.0 75.0
兵庫県立大学 3 7 0 0 10 30.0 0.0
神戸市看護大学 1 2 0 0 3 33.3 33.3
岡山県立大学 6 0 0 0 6 100.0 100.0
高知県立大学 10 17 0 0 27 37.0 25.9
大分県立看護科学大 6 4 0 0 10 60.0 60.0
川崎医療福祉大学 4 2 0 0 6 66.7 83.3
北里大学 0 0 0 1 1 0.0 100.0
杏林大学 0 0 0 2 2 0.0 100.0
慶應義塾大学 2 0 0 1 3 66.7 100.0
国際医療福祉大学 11 4 0 0 15 73.3 73.3
聖路加看護大学 0 0 11 0 11 0.0 0.0
聖隷クリストファー大学 7 8 0 0 15 46.7 86.7
東京女子医科大学 5 6 0 0 11 45.5 45.5
東邦大学 8 1 0 0 9 88.9 88.9
広島文化学園大学 1 0 0 0 1 100.0 100.0
北海道医療大学  2 0 0 0 2 100.0 100.0
武蔵野大学 3 0 0 0 3 100.0 100.0
計 124 157 11 24 316 39.2 67.4
図 1 全文公開率の度数分布（論文数 5以上） 
 公開ゼロの大学の中でも東京医科歯科大学
と聖路加看護大学は特徴的である。前者は機関
リポジトリへの登録はゼロで、20 件すべて
NDL に印刷物を送付している。つまり学位規
則改正前のやり方を続けている。後者はリポジ
トリに書誌のみを登録している。NDL への送
付も行っていない。 
 首都大学東京と大阪府立大学という東京、大
阪の公立大学がともに公開ゼロであるのも目
を引く。ただし、大阪市立大学や岡山県立大学
は公開率 100%であり、公立大学が公開に後ろ
向きということでもない。 
 表 4は機関リポジトリおよびNDLへの登録
（納本）形態別に件数を示したクロス表である。
リポジトリに全文登録したものは自動収集が
原則だが、実際は送信システムや印刷物で納入
されているものが 20 件ある。このうち 10 件
は自動送信との二重登録で、NDL 側に重複レ
コード（印刷物 2件は NDL-OPACの目録レコ
ード）ができている。何らかの原因で自動収集
されず、未納になっているものが 17 件あり、
重複分を差し引くと納本率は 86.3%となる。 
 要約登録の場合、なぜか自動収集されている
ものが 2 件だが、うち 1 件は送信システムと
の二重登録である。最初全文登録し、その後要
約に切り替え、改めて全文を送信したものと思
われる。こちらは未納が多く、納本率は 52.2%
である。機関リポジトリ未登録の場合は印刷物
の送付が多いが、北里大学（機関リポジトリ未
設置）の 1件はインターネット公開である。 
 機関リポジトリで全文公開しているのに
NDL では非公開になっていたり、二重登録で
自動収集分は限定公開、送信システム分はイン
ターネット公開になっていたりするなど、公開
範囲の混乱もいくつか見られる。 
 リポジトリにもNDLにも未登録、未納のも
のについては調査が困難であり、今回は不明と
した。全体の納本率は 67.4%となり、上述NDL
の推定では全体の収集率は約 8 割とのことな
ので、それに比べるとやや低い。 
 
５．考察とまとめ 
首都大学東京では、6%ほどだが未登録の学
位論文があること、全文公開が過半数ではある
ものの要約公開も 35%ほどあり、その分につ
いてはまだNDLに全文データも印刷物も送付
されていないこと、などの実態が判明した。 
看護学分野では全文公開率が約 4割と低く、
全文公開ゼロの大学も首都大学東京、大阪府立
大学など相当数あることが確認された。その理
由をつきとめるのは本研究の範囲を超えるが、
プライバシーに関わる研究が多いなど、インタ
ーネット公開を阻むこの分野固有の理由、ある
いは研究者の消極性といったものの存在が示
唆されていると考える。 
要約公開分の全文のNDL送付については看
護学分野の調査でも低い数字が出ており、制度
が周知されていない可能性がある。インターネ
ットで全文が読めないものこそNDLでの閲覧
ニーズが高いわけで、この部分の納本率を上げ
る必要がある。 
二重登録や公開範囲の混乱についても原因
を究明し、防止対策を取るべきだろう。 
 この調査はあくまで一時点の狭い範囲の状
況を示しただけのものであり、随時、新規登録
やデータ修正がなされているので、今後、登録
率も全文公開率も上がって行くはずだが、この
時点では、博士論文の公開は「道半ば」という
言葉がぴったり当てはまると言えよう。 
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